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 北海道補給処及び島松駐屯地 
　　創立７４周年記念行事

式辞を述べる駐屯地司令

野外入浴セットで足湯体験

国旗奉迎

賑わうイベント広場コラボメニューの試食コーナー食育アイドル「えにわっ娘」

装備品試乗

祝辞を述べる恵庭市長

重レッカ動的展示

　
島
松
駐
屯
地
（
司
令
　
菊
地
陸
将
補
）
は
６

月
６
日
（
土
）
と
７
日
（
日
）
「
北
海
道
補
給

処
及
び
島
松
駐
屯
地
創
立
74
周
年
記
念
行
事
」

を
挙
行
し
た
。

　
今
年
は
本
部
庁
舎
新
設
工
事
着
工
に
伴
い
例

年
と
異
な
り
開
催
場
所
と
開
催
時
期
を
変
更
し
、

２
日
間
に
分
け
て
実
施
し
た
。
６
日
は
一
般
開

放
日
と
し
て
市
民
や
家
族
連
れ
が
参
加
で
き
る

各
種
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
、
７
日
は
招
待
者
の
み

を
対
象
に
記
念
式
典
と
祝
賀
会
食
を
開
催
し
た
。

６
日
は
寒
く
、
降
雨
に
よ
り
一
部
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
中
止
と
な
っ
た
。
７
日
は
曇
り
で
寒
さ
が

残
っ
た
も
の
の
、
式
典
は
予
定
通
り
行
わ
れ
た
。

　
６
日
の
一
般
開
放
日
に
は
昨
年
度
よ
り
も
多

い
約
１
１
０
０
名
以
上
の
来
場
者
が
あ
り
、
イ
ベ
ン
ト
会
場
は
賑
わ
い
を
見
せ

た
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
食
育
ア
イ
ド
ル
「
え
に
わ
っ
娘
」
に
よ
る
食
育
講
話
、
北

海
道
恵
庭
南
高
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
、
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
に
よ
る
チ
ア
ダ
ン

ス
、
チ
ー
ム
絆
花
の
組
踊
が
披
露
さ
れ
た
。
３
個
駐
屯
地
合
同
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ

ー
や
子
供
広
場
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
や
テ
ン
ト
販
売
、
自
衛
隊
の
携
行
食
や
北
海
道

文
教
大
学
附
属
高
校
生
が
考
案
し
た
コ
ラ
ボ
メ
ニ
ュ
ー
の
試
食
も
行
わ
れ
、
多
く

の
来
場
者
が
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
ん
だ
。
装
備
品
展
示
場
で
は
野
外
入
浴
セ
ッ
ト
を

活
用
し
た
足
湯
体
験
、
各
種
車
両
や
戦
車
の
エ
ン
ジ
ン
展
示
、
戦
闘
服
装
着
体
験

が
行
わ
れ
、
ま
た
、
96
式
装
輪
装
甲
車
や
73
式
大
型
ト
ラ
ッ
ク
の
体
験
試
乗
も
好

評
で
あ
っ
た
。 

　
７
日
の
記
念
式
典
に
は
約
３
３
０
人
の
招
待
者
が
臨
席
し
た
。
菊
地
司
令
は
式

辞
で
、
昭
和
27
年
の
開
設
以
来
、
地
域
の
皆
様
の
熱
心
な
誘
致
活
動
と
支
援
・
協

力
の
下
、
各
種
任
務
や
訓
練
に
励
ん
で
き
た
こ
と
に
感
謝
を
述
べ
る
と
と
も
に
、

北
海
道
補
給
処
が
他
の
４
個
補
給
処
と
と
も
に
全
国
規
模
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

支
え
る
態
勢
に
変
化
し
た
こ
と
を
紹
介
し
た
。
ま
た
、
創
立
74
周
年
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
「
活
力
あ
る
駐
屯
地
」
「
地
域
と
と
も
に
あ
る
駐
屯
地
」
を
目
指
す
と

と
も
に
、
北
海
道
補
給
処
と
し
て
は
装
備
品
等
の
物
的
基
盤
を
必
要
な
時
期
・
場

所
に
準
備
し
、
部
隊
行
動
の
基
盤
を
付
与
す
る
た
め
、
い
か
な
る
状
況
で
も
与
え

ら
れ
た
任
務
を
達
成
す
る
所
存
で
あ
る
と
力
強
く
述
べ
た
。

　
今
回
の
記
念
行
事
は
、
地
域
と
の
結
び
つ
き
を
さ
ら
に
深
め
る
と
と
も
に
、
市

民
や
子
供
た
ち
に
自
衛
隊
の
活
動
や
装
備
を
身
近
に
体
験
し
て
も
ら
う
貴
重
な
機

会
と
な
り
、
地
域
と
自
衛
隊
の
一
体
感
を
改
め
て
確
認
し
た
２
日
間
と
な
っ
た
。

感謝状贈呈



第１４１号（２）し　ま　ま　つ令和８年夏号

高枝切バサミで伐採中

　
第
３
０
４
高
射
中
隊
（
中
隊

長
　
多
久
３
佐
）
は
、
令
和
８

年
５
月
８
日
か
ら
実
施
さ
れ
た

春
季
演
習
場
等
定
期
整
備
に
参

加
し
、
北
大
演
、
島
松
地
区
の

整
備
及
び
野
外
炊
事
訓
練
を
実

施
し
た
。

　
こ
の
際
、
中
隊
長
指
針
に
基

づ
い
た
少
人
数
に
お
け
る
柔
軟

な
人
員
の
運
用
を
行
い
、
各
級

指
揮
官
の
指
揮
活
動
能
力
を
向

上
さ
せ
る
と
と
も
に
隊
員
の
建

設
的
か
つ
積
極
的
な
意
見
具
申

に
よ
り
当
初
の
計
画
よ
り
大
幅

に
整
備
を
推
進
さ
せ
た
。

　
併
せ
て
、
野
外
炊
事
訓
練
の

実
施
に
よ
り
野
外
炊
事
経
験
の

少
な
い
隊
員
の
練
度
を
向
上
さ

せ
た
。

　
第
１
高
射
特
科
群
第
３
０
３
高
射
中
隊
　
早
野
３
尉

　
春
季
演
習
場
定
期
整
備
を
終
了
し
て

　
北
部
方
面
後
方
支
援
隊
（
隊

長
　
小
澤
１
佐
）
は
、
令
和
８

年
５
月
23
日
か
ら
同
年
５
月
29

日
ま
で
の
間
、
令
和
８
年
度
第

１
次
隊
訓
練
及
び
令
和
８
年
度

第
１
次
訓
練
検
閲
を
実
施
し
た
。

　
第
１
次
訓
練
検
閲
は
、
第
３

０
１
対
舟
艇
対
戦
車
直
接
支
援

隊
の
練
度
を
評
価
し
て
、
そ
の

進
歩
向
上
を
促
す
事
を
目
的
に

実
施
す
る
と
と
も
に
、
第
１
次

隊
訓
練
は
、
本
格
侵
攻
事
態
対

処
に
お
け
る
方
面
兵
站
基
地
等

の
開
設
を
命
ぜ
ら
れ
た
野
戦
兵

站
部
隊
の
行
動
を
演
練
し
た
。

　
第
１
次
訓
練
検
閲
に
お
い
て

は
、
検
閲
状
況
開
始
に
先
立
ち
、

受
閲
部
隊
に
対
し
て
隊
容
検
査

を
実
施
し
、
受
閲
態
勢
、
基
礎

動
作
及
び
隊
員
の
士
気
を
確
認

し
た
。

　
状
況
開
始
と
と
も
に
隊
員
た

ち
は
、
整
備
支
援
施
設
や
掩
体

な
ど
の
防
護
施
設
の
開
設
を
推

進
し
、
野
外
に
お
け
る
支
援
態

勢
を
確
立
し
た
。
そ
の
後
、
昼

夜
問
わ
ず
発
生
す
る
装
備
品
の

損
耗
、
敵
の
遊
撃
活
動
、
航
空

攻
撃
、
化
学
攻
撃
等
に
適
切
に

対
処
し
て
い
た
。

　
ま
た
、
大
量
損
耗
が
発
生
し

た
場
面
で
は
損
傷
し
た
96
式
多

目
的
誘
導
弾
シ
ス
テ
ム
を
早
期

に
復
帰
す
る
た
め
指
揮
官
及
び

幕
僚
が
最
善
の
方
法
を
案
出
し
、

部
隊
一
丸
と
な
っ
て
極
め
て
短

い
時
間
で
部
隊
に
装
備
品
を
返

す
な
ど
、
北
部
方
面
対
舟
艇
対

戦
車
隊
の
任
務
達
成
に
寄
与
で

き
る
能
力
の
保
持
を
確
認
し
た
。

　
約
４
日
間
に
わ
た
っ
た
訓
練

検
閲
は
全
て
の
任
務
を
完
遂
し

た
隊
員
た
ち
の
自
信
に
満
ち
た

笑
顔
と
と
も
に
終
了
し
た
。

　
中
隊
は
、
５
月
の
中
旬
か
ら

一
週
間
、
春
季
演
習
場
定
期
整

備
を
行
い
ま
し
た
。
初
め
て
整

備
小
隊
長
と
し
て
任
を
受
け
、

５
個
の
溜
ま
す
整
備
、
約
８
０

０
ｍ
の
高
低
差
あ
る
島
松
山
道

の
整
備
の
指
揮
を
行
い
ま
し
た
。

中
隊
整
備
隊
長
要
望
事
項
で
あ

る
「
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
の
確
行
」
（
当

た
り
前
の
こ
と
を
ボ
ー
っ
と
せ

ず
ち
ゃ
ん
と
や
る
）
を
基
に
、

一
人
一
人
が
自
分
の
任
務
を
理

解
し
、
安
全
管
理
を
意
識
し
な

が
ら
整
備
を
行
い
、
異
状
な
く

整
備
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
私
の
至
ら
な
い
部
分
が

あ
り
、
迷
惑
ば
か
り
か
け
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
班
長
等
に
助

け
ら
れ
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま

す
。
こ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
、
今

回
の
整
備
小
隊
長
と
し
て
の
任

務
を
糧
に
秋
季
演
習
場
整
備
で

は
立
派
な
整
備
小
隊
長
と
し
て

任
務
達
成
に
邁
進
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

整備状況の報告

　
第
１
２
２
地
区
警
務
隊
（
連

絡
班
長
　
渡
邉
３
尉
）
で
は
、

犯
罪
捜
査
の
ほ
か
、
警
護
任
務

に
も
従
事
し
て
い
る
こ
と
は
ご

存
知
で
し
ょ
う
か
？

　
警
護
と
は
、
対
象
者
の
生
命

身
体
を
あ
ら
ゆ
る
脅
威
か
ら
守

る
任
務
で
あ
り
、
我
々
、
警
務

科
隊
員
は
自
己
の
危
険
を
顧
み

ず
、
強
い
責
任
感
を
持
っ
て
警

護
任
務
を
遂
行
し
て
い
ま
す
。

　
島
松
駐
屯
地
に
お
け
る
創
立

記
念
行
事
に
お
い
て
は
、
国
会

議
員
等
の
要
人
警
護
を
は
じ
め
、

式
典
や
会
食
会
場
に
お
け
る
会

場
警
護
を
担
当
し
、
厳
正
な
警

戒
態
勢
の
も
と
で
任
務
を
遂
行

し
ま
し
た
。

　
警
護
任
務
は
、
一
瞬
の
油
断

も
許
さ
れ
な
い
重
要
な
任
務
で

あ
り
、
私
た
ち
は
日
々
の
訓
練

に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
警
務
隊
で
は
、
警
護
任
務
等

の
保
安
業
務
、
犯
罪
捜
査
等
の

司
法
警
察
業
務
に
つ
い
て
、
能

力
向
上
を
図
り
、
島
松
駐
屯
地

の
規
律
維
持
に
寄
与
し
て
い
く

所
存
で
す
。

　
北
部
方
面
警
務
隊 

第
１
２
２
地
区
警
務
隊

　
警
護
任
務
遂
行
中
!!

 

Ｏ
Ｂ
連
合
会
長
　
姫
氏
原
　
芳
明

　
Ｏ
Ｂ
連
合
会
長
交
代

要人警護訓練

　　
こ
の
度
、
石
原
様
の
後
を
受

け
島
松
駐
屯
地
Ｏ
Ｂ
連
合
会
会

長
に
ご
指
名
を
頂
き
ま
し
た
姫

氏
原
（
き
し
は
ら
）
で
す
。

　
現
役
最
後
の
４
年
間
を
、
北

海
道
補
給
処
装
備
計
画
部
長
、

北
部
方
面
後
方
支
援
隊
副
隊
長

と
し
て
島
松
駐
屯
地
に
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。

　
歴
代
連
合
会
長
の
ご
功
績
を

礎
に
、
防
衛
基
礎
の
育
成
・
島

松
駐
屯
地
の
発
展
の
為
、
駐
屯

地
と
Ｏ
Ｂ
相
互
の
連
携
強
化
の

一
助
と
な
る
こ
と
が
出
来
れ
ば

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
時
あ
た
か
も
、
北
海
道
補
給

処
は
補
給
本
部
の
一
元
的
指
揮

監
督
下
に
、
北
部
方
面
後
方
支

援
隊
等
諸
隊
は
統
合
作
戦
司
令

部
を
頂
点
と
す
る
軍
令
体
制
の

変
換
に
加
え
、
日
々
激
変
す
る

国
際
環
境
へ
の
対
応
が
求
め
ら

れ
て
お
り
、
島
松
駐
屯
地
の
皆

様
の
お
役
に
た
て
る
よ
う
、
駐

屯
地
協
力
団
体
の
皆
様
と
も
一

緒
に
な
っ
て
、
微
力
で
は
あ
り

ま
す
が
、
精
一
杯
努
め
ま
す
の
で
、

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
北
部
方
面
後
方
支
援
隊
隊
訓
練
及
び
訓
練
検
閲

　
　
　
　
北
部
方
面
後
方
支
援
隊

MPMSの整備指揮所における警戒訓練

編成完結

　
　
　
　
　
　
第
１
高
射
特
科
群
第
３
０
４
高
射
中
隊

　
春
季
演
習
場
定
期
整
備

炊事訓練の様子
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•••みかん
フィエスタＣａｆｅ

ＩＴ 
フィエスタ

Ｃａｆｅ＆ＩＴ

（子供の 未来はここにあり！）
（ マイクラ・ス クラッチなど）

こどもプログラミング教室
ヒューマンアカデミー
恵庭漁町教室

フィエスタ

•••代表はOBの伊藤です。••••••
•••頑張ってます。••••

•••
•••
•••

えにわライフステーション

•••••
••••

瓦そばと恵庭のお菓子

シュネーバレンむぎゅー

HP

無料体
験会随
時受付

お弁当の

事業所向け
宅配弁当

　
北
部
方
面
後
方
支
援
隊
本
部

付
隊
（
付
隊
長
　
林
田
１
尉
）

は
、
令
和
８
年
５
月
25
日
か
ら

同
年
５
月
28
日
ま
で
の
間
、
北

海
道
大
演
習
場
島
松
地
区
に
お

い
て
実
施
さ
れ
た
、
第
１
次
隊

訓
練
に
参
加
し
た
。

　
隊
訓
練
で
は
、
本
格
侵
攻
事

態
対
処
に
お
け
る
Ｍ
Ａ
及
び
Ｆ

Ｓ
Ａ
開
設
場
面
の
野
戦
兵
站
部

隊
の
行
動
を
課
目
と
し
て
、
隊

統
制
の
警
戒
及
び
自
衛
戦
闘
や

基
準
に
基
づ
い
た
築
城
な
ど
を

行
っ
た
。
特
に
監
視
カ
メ
ラ
な

ど
を
活
用
し
た
警
戒
の
検
証
を

行
い
、
実
任
務
に
お
い
て
も
有

効
活
用
で
き
る
こ
と
を
確
認
し

た
。
こ
の
際
、
後
方
支
援
隊
の

訓
練
検
閲
の
統
裁
支
援
も
実
施

し
、
統
裁
部
各
施
設
の
開
設
・

維
持
・
運
営
を
行
う
と
と
も
に
、

統
裁
部
要
員
に
対
す
る
野
外
炊

事
支
援
を
行
い
、
温
か
く
お
い

し
い
食
事
を
提
供
し
て
訓
練
検

閲
統
裁
部
要
員
た
ち
の
英
気
を

養
う
こ
と
が
で
き
た
。

　
各
隊
員
は
、
付
隊
長
の
要
望

事
項
で
あ
る
「
基
礎
動
作
の
確
行
」

及
び
「
安
全
管
理
」
を
念
頭
に
、

与
え
ら
れ
た
多
様
な
任
務
を
遂

行
し
、
本
部
付
隊
隊
員
と
し
て

の
任
務
遂
行
能
力
の
向
上
を
図

る
こ
と
が
で
き
た
。

　
今
後
も
後
方
支
援
隊
本
部
を

支
え
る
部
隊
と
し
て
さ
ら
に
一

致
団
結
し
て
任
務
に
臨
ん
で
い
く
。

　
令
和
８
年
度
第
１
次
隊
訓
練
へ
の
参
加

　
　
　
北
部
方
面
後
方
支
援
隊
本
部
付
隊

定年退職者直前教育

 

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
駐
屯
地
援
護

　
令
和
８
年
度
定
年
退
職
者
直
前
教
育

　

　
第
１
次
格
闘
集
合
訓
練
に
参
加
し
て

　
札
幌
地
方
協
力
本
部
千
歳
・

恵
庭
地
域
援
護
セ
ン
タ
ー
島
松

常
駐
組
（
常
駐
組
長
　
早
坂
２

尉
）
は
、
令
和
８
年
６
月
17
日

定
年
退
職
者
直
前
教
育
を
実
施

し
、
令
和
９
年
度
退
職
予
定
者

25
名
（
島
松
及
び
白
老
駐
屯
地

所
属
隊
員
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

本
教
育
は
定
年
１
年
前
の
若
年

定
年
退
職
予
定
隊
員
に
対
し
、

円
滑
な
再
就
職
の
準
備
の
推
進

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お

り
、
退
職
ま
で
の
タ
イ
ム
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
、
最
新
の
雇
用
情
勢
、

求
人
情
報
、
Ｏ
Ｂ
の
就
業
状
況

及
び
ア
ド
バ
イ
ス
、
再
就
職
に

有
利
な
資
格
、
早
期
退
職
事
例

な
ど
に
つ
い
て
教
育
を
実
施
し

ま
し
た
。

　
札
幌
地
方
協
力
本
部
は
、
引

き
続
き
退
職
予
定
隊
員
が
再
就

職
を
不
安
な
く
進
め
る
一
助
と

な
る
よ
う
、
親
身
な
就
職
援
助

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

野外炊事

北
海
道
補
給
処
調
達
会
計
部
　
１
等
陸
士
　
宮
澤
　
優
人

警戒施設の構築

警戒予行

　
島
松
駐
屯
地
に
所
在
す
る
各

部
隊
の
皆
様
、
お
疲
れ
さ
ま
で

す
。
こ
の
た
び
、
初
め
て
第
１

次
格
闘
集
合
訓
練
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
訓
練
当
初
は
慣
れ
な
い
動
作

や
厳
し
い
訓
練
に
苦
戦
し
、
身

体
的
に
も
精
神
的
に
も
大
き
な

負
担
を
感
じ
ま
し
た
。
し
か
し
、

日
々
の
訓
練
を
重
ね
る
中
で
徐
々

に
技
術
を
習
得
し
、
格
闘
の
奥

深
さ
や
楽
し
さ
を
実
感
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
基

本
動
作
か
ら
応
用
技
術
ま
で
幅

広
く
学
び
、
精
神
力
や
判
断
力

の
重
要
性
を
、
改
め
て
認
識
し

ま
し
た
。
検
定
で
は
凖
特
級
に

合
格
が
出
来
ま
し
た
。

　
私
は
将
来
格
闘
指
導
官
と
な

る
こ
と
を
目
標
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
回
得
た
知
識
と
経
験
を
今

後
の
訓
練
に
活
か
し
、
さ
ら
な

る
戦
技
能
力
の
向
上
に
努
め
、

部
隊
に
貢
献
で
き
る
よ
う
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。

関節技（首返し）練成
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第
１
０
１
全
般
支
援
大
隊
（
大

隊
長
　
鷹
野
２
佐
）
は
、
令
和

８
年
５
月
25
日
か
ら
５
月
28
日

ま
で
の
間
、
北
海
道
大
演
習
場

島
松
地
区
に
お
い
て
、
令
和
８

年
度
第
２
次
大
隊
訓
練
を
実
施

し
た
。

　
本
訓
練
は
、
第
１
次
北
部
方

面
後
方
支
援
隊
隊
訓
練
の
状
況

の
下
、
主
要
演
練
項
目
を
隊
統

制
及
び
大
隊
統
制
に
区
分
し
実

施
し
た
。

　
隊
統
制
訓
練
で
は
、
「
指
揮

幕
僚
活
動
」
「
部
隊
戦
闘
行
動
」

を
主
要
演
練
項
目
と
し
て
、
シ

ス
テ
ム
を
活
用
し
た
情
報
共
有

及
び
現
況
報
告
に
つ
い
て
演
練

す
る
と
と
も
に
、
Ｍ
Ａ
の
統
制

に
基
づ
く
警
戒
・
自
衛
戦
闘
に

つ
い
て
演
練
し
た
。

　
ま
た
、
大
隊
統
制
訓
練
で
は
、

「
部
隊
戦
闘
行
動
」
「
兵
站
支
援
」

を
主
要
演
練
項
目
と
し
て
、
組

織
的
な
警
戒
及
び
自
衛
戦
闘
を

実
施
す
る
た
め
の
第
一
歩
と
し
て
、

歩
哨
報
告
要
領
及
び
民
間
人
対

応
を
集
中
的
に
演
練
し
、
事
後

の
歩
哨
勤
務
に
反
映
さ
せ
た
。

ま
た
、
支
援
施
設
の
開
設
に
つ

い
て
は
、
敵
の
上
空
か
ら
の
偵
察
・

攻
撃
を
考
慮
し
十
分
な
分
散
配

置
を
実
施
す
る
と
と
も
に
偽
装
・

轍
の
除
去
を
徹
底
す
る
こ
と
に

よ
り
、
強
靭
か
つ
継
続
的
な
兵

站
支
援
能
力
の
向
上
を
図
っ
た
。

　
令
和
８
年
度
第
１
次
隊
訓
練
兼
ね
て
第
２
次
大
隊
訓
練

　
　
　
　
第
１
０
１
全
般
支
援
大
隊

陣地進入

索敵命令下達

　
基
地
通
信
中
隊
派
遣
隊
（
隊

長
　
瀬
川
３
尉
）
は
、
５
月
25

日
か
ら
５
月
29
日
ま
で
の
間
、

第
１
次
群
・
大
隊
訓
練
に
参
加

し
ま
し
た
。

　
本
訓
練
は
各
種
シ
ス
テ
ム
の

構
成
及
び
障
害
対
処
に
つ
い
て

演
練
し
ま
し
た
。

　
基
地
通
信
隊
は
統
合
運
用
体

制
の
進
化
に
伴
い
、
各
駐
屯
地

に
お
い
て
業
務
の
効
率
化
が
進

ん
で
お
り
ま
す
。
６
月
か
ら
は

特
定
通
信
所
化
に
向
け
て
準
備

を
進
め
て
い
る
最
中
で
皆
で
知

恵
を
出
し
合
っ
て
勤
務
の
効
率

化
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
駐
屯
地
の
皆
様
に
は
ご
不
便

を
お
か
け
す
る
こ
と
も
あ
る
と

思
い
ま
す
が
引
き
続
き
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

第
３
１
３
基
地
通
信
中
隊
島
松
派
遣
隊

　
第
１
次
群
・
大
隊
訓
練

GEE-300-Bの設定

回線操作盤を操作して回線構成中

死
亡
叙
勲
に
関
す
る

手
続
き
及
び
お
願
い

　
自
衛
隊
員
と
し
て
勤
務
さ
れ
、

在
職
中
の
功
績
と
一
定
の
条
件

が
満
た
さ
れ
た
方
は
、
叙
勲
の

対
象
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
特
に
、
死
亡
叙
勲
に
つ
き
ま

し
て
は
、
遺
族
か
ら
の
申
し
出

に
よ
っ
て
手
続
き
を
進
め
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
手
続
き
期
間

が
限
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

万
が
一
ご
不
幸
が
発
生
し
ま
し

た
場
合
に
は
、
努
め
て
死
亡
日

を
含
め
５
日
以
内
に
最
寄
の
防

衛
省
各
機
関
、
部
隊
等
へ
連
絡

頂
く
こ
と
を
ご
家
族
の
皆
様
に

は
お
忘
れ
に
な
ら
な
い
よ
う
お

願
い
致
し
ま
す
。

　
ま
た
、
元
隊
員
の
死
亡
の
情

報
を
知
り
得
た
場
合
も
連
絡
し

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
合
わ
せ

て
お
願
い
致
し
ま
す
。

連
絡
先
（
島
松
駐
屯
地
）

　
０
１
２
３

　
　
（
３
６
）
８
６
１
１

「
死
亡
叙
勲
の
件
」
と
お
伝
え

下
さ
い
。

シェルター卸下作業

民間人対応


